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この度は Ducati 製品をお買い上げ頂きあ りがと う ございま
す。 貴方を ド ゥ カテ ィ ス ト の仲間と し てお迎えでき るのは、
私達に と っ て何よ りの喜びです。 この新し いバイ ク では日
常的に利用されるだけではな く 、 ロングツー リ ングも楽し
まれる こ と と思います。 Ducati モーターホールデ ィ ング社
は、 そのラ イデ ィ ングが常に快適で楽し いものであるよ う
願ってお り ます。
私達は、 常にア フ ターサービスの改善に努めていますが、
その努力の一環と し て、 お客様にこのマニュ アルに記載さ
れた正しい使用方法、 特に慣ら し運転の項を遵守し ていた
だけますよ う お願い致し ます。 そ う する こ とによ り、 Ducati
はあなたの要求にいつでも応え、 最高のラ イデ ィ ングがい
つも楽しめる こ と で し ょ う。
修理作業や適切なア ド バイスが必要な場合は、 Ducati オ
フ ィ シ ャルデ ィ ーラーにご連絡下さい。
誰よ り も Ducati を熟知し たエキスパー ト 達が、 いつも万全
の体制でお客様のご要望にお応え致し ます。

楽しいラ イデ ィ ングを！

参考
Ducati モーターホールデ ィ ング社は、 本マニュアルの

編集過程での誤り に対し、 いかなる責任も負 う ものではあ
り ません。 こ こに記載された情報は、 印刷時点において最
新のものです。 Ducati モーターホールデ ィ ング社は、 製品
を改良、 発展させてい く ために必要と される、 あらゆる変
更を行 う権利を保有し ます。

安全のため、 そ し て保証を有効にするため、 また Ducati
モーターサイ クルの信頼性、 価値を保証するため、 Ducati
オ リ ジナルパーツのみをご使用下さい。

警告
本マニュ アルは車両の一部とみな されます。 車両を売

却する際には、 必ず次のユーザーに本マニュ アルも渡さ な
ければいけません。
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はじめに

保証について
ユーザーのため、 また製品の保証と信頼性を保つため、 
特別な技術的能力を要する作業を行 う 場合には、 必ず
デ ィ ーラーまたは Ducati 認定サービスセン ターに依頼する
こ とが推奨されます。
Ducati オフ ィ シ ャルデ ィ ーラーの熟練し たス タ ッ フが、 ど
のよ う な整備作業にも対応でき る適切な器具と、 完璧な互
換性、 円滑な作動、 ロングラ イ フ を保証する Ducati オ リ ジ
ナルパーツのみを使用し、 最善のサービスを提供致し ます。

全ての Ducati モーターサイ クルには保証書が付属し ていま
す。 車両を競技やそれに類する目的に使用する場合は保証
の対象外と な り ます。 また保証期間中に、 車両の一部あれ、
Ducati オ リ ジナルパーツ以外の部品と交換し た り、 改造し
た り、 変更し た り し た場合、 保証は適用されません。

シンボルマーク
このバイ クについてよ り良 く 理解するため、 当マニュ アル
をよ く お読み下さい。 車両について、 不明な点、 さ らに詳
し く お知り にな り たい点がある場合は、 デ ィ ーラーまたは
認定サービスセン ターへお問い合わせ下さ い。 当マニュア
ルに記載された情報は、 あなたのラ イデ ィ ングにき っ と役
立つこ と で し ょ う 。 Ducati モーターホールデ ィ ング社は、
快適で楽しいラ イデ ィ ングを願いつつ、 長期にわたっ てあ
なたのモーターサイ クルが性能を保つよ う お手伝いし てい
きます。 本マニュ アルには注意事項と し て、 下記のシンボ
ルマークが使用されています ：

警告
表示された指示を守ら ない場合、 重度の負傷および死

亡にまで至る危険性があ り ます。

重要
車両や車両構成部品に損傷を与える可能性があ り ま

す。

参考
作業上の追加注意事項

文中の 「右」、 「左」 の表記は乗車位置から見た位置です。
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安全運転のための注意事項

警告
運転を開始する前によ く 読んで下さい。

多 く の事故の殆どは経験不足のために起こ る ものです。 運
転時には必ず運転免許証を所持し ている こ と を確認し て下
さい。 免許証は適し た車種および有効期限内のものが必要
です。 
あなたの車両を未経験者および有効免許証を持っ ていない
ラ イダーに貸さ ないで下さ い。
ラ イダー、 パッ センジ ャー共に常に適し た服装、 およびヘ
ルメ ッ ト の着用は義務と な っ てお り ます。
ア ク セサリーなどが視界を制限し た り、 操作の妨げになる
こ とのない適切なラ イデ ィ ングウエアを着用し て下さ い。
屋内では絶対にエンジンを始動し た り、 作動させた り し な
いで下さい。 排気ガスは有毒ですので、 短時間で意識を
失った り、 さ らには死にまで至る危険性があ り ます。
ラ イダー、 パッ センジ ャー共に、 走行中は足を フ ッ ト レス
ト に乗せておいて下さい。
急な方向転換や路面状態の変化に対応でき るよ う 、 ラ イ
ダーは常に 両手でハン ドルを握り、 パッ センジ ャーは常に 
シー ト 下のフ レームにあるパッ センジ ャー用ハン ド ルを両
手で握っていなければいけません。
走行地域の道路交通法、 法律等を遵守し て下さ い。
常に指示された速度制限を厳守する と と もに、 視界や道路
条件、 混雑の割合に合わせて、 常に速度を調整し て下さい。
車線を変える時や曲がる時には、 常に適切に ターン イ ンジ
ケーターを使用し、 早めに合図を出し て下さい。
良好な視界を保ち、 前方車両の” 死角” に入ら ないよ う 注
意し て走行し て下さ い。

交差点や私有地の出口に近い場所、 駐車場、 高速道路への
進入路等を走行する際は充分に注意し て下さい。
給油の際は常にエンジンを停止し、 給油時にエンジンやエ
キゾース ト パイプにガソ リ ンがこぼれないよ う注意し て下
さい。
給油時には絶対に喫煙し ないで下さい。
給油の際に、 人体に有毒な気化ガソ リ ンを吸い込む可能性
があ り ます。 万一ガソ リ ンが皮膚や衣服に付着し た場合は、
直ちに石鹸と水で洗浄し、 衣服を着替えて下さ い。
車両から離れる と きには、 必ずキーを抜いて下さい。
エンジン、 エキゾース ト パイプ、 サイ レ ンサーは、 エンジ
ン停止後も長時間高温を帯びています。

警告
エキゾース ト システムは、 エンジンを止めた後も高温

な こ とがあ り ます。 手を触れないよ う 充分注意し、 車両を
木材、 木の葉などの可燃物のそばに駐車し ないよ う に し て
下さい。

車両は人や物がぶつから ないよ う な場所にサイ ド ス タ ン ド
を使用し て停車し て下さい。
平面でないと こ ろや柔らかい地面、 および車両が倒れる可
能性があるよ う な場所には絶対に停車し ないで下さい。
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最大積載時の運転
このバイ クは最大積載時で も長距離を安全に走行できるよ
う に設計されています。
重量をバラ ンス良 く 配分する こ とは、 通常の安全走行に必
要な注意事項です。 凸凹な道を走行し た り、 急な進路変更
を必要とする際の ト ラ ブルを避けるために、 非常に重要で
す。

積載容量について
ラ イダー、 パッ センジ ャー、 荷物、 ア クセサリーを含めた
走行時の総重量は、 以下の数値を越えてはいけません ：
390 Kg 。

積み荷は車両の中心に近 く 、 できる限り低い位置に配置す
るよ う努めて下さい。
バッ グなどの荷物は車体に し っかり固定し て く だ さい。 確
実に固定されていない場合、 運転が不安定になる危険があ
り ます。
車両が不安定にな り ますので、 ステア リ ングヘ ッ ド やフ ロ
ン ト マ ッ ド ガー ド 部に、 体積や重量のかさむものを固定し
ないで下さい。
車両の可動部分の妨げになる恐れがあ り ますので フ レーム
のすき間に絶対に物を挟まないで下さい。
タ イヤが、 99 ページに定められた規定空気圧内の良いコ ン
デ ィ シ ョ ンである こ と を確かめて下さい。
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識別データ
すべての Ducati モーターサイ クルはフ レームナンバー ( 図
1) と エンジンナンバー ( 図 2) の 2 つの製造番号で確認でき
ます。

参考
これらの識別番号はモーターサイ クルのモデルを識別

する ものであ り、 部品の請求時に必要と な り ます。

フ レーム 　 N. 

エンジン 　 N. 

図 1

図 2
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イ ンス ト ルメ ン ト パネル
( ダ ッ シュボー ド )

イ ンス ト ルメ ン ト パネル
1) LCD (14 ページ参照 )。
2) タ コ メ ーター (rpm)。
1 分間のエンジン回転数を表示。
3) ニュー ト ラルラ ンプ N ( 緑 ) 。
ギアポジシ ョ ンがニュー ト ラルの時に点灯し ます。

4) リザーブ燃料警告灯  ( 琥珀色 )。
燃料レベルがリザーブ状態になる と点灯し ます。 約 3.5 リ ッ
ト ルになった と きに点灯し ます。

5) ターン イ ンジケーター表示灯  ( 緑 ) 。
ターン イ ンジケーターを ON にする と点滅し ます。
どち らかのターン イ ンジケーターが正常に機能し ない場合
（バルブが切れている場合など） には、 警告灯が通常よ り も
早い速度で点滅し、 故障を表示し ます。

6) エンジンオイル圧警告灯  ( 赤 ) 。
エンジンオイルのプレ ッ シ ャーが低すぎる時に点灯し ます。 
イグニ ッ シ ョ ンスイ ッ チを ON にする と点灯し、 通常はエ
ンジン始動後数秒で消灯し ます。

重要
このラ ンプ (6) が点灯続けている場合は、 エンジンに

重度の破損を もたらす恐れがあるので、 車両を使用し ない
で下さい。
エンジンが高温になっ ている場合には、 この警告灯が短時
間しか点灯し ないこ とがあ り ます。 その場合、 エンジンの
回転数が上がる と警告灯が消灯し ます。

7) ハイ ビーム表示灯  ( 青 )
ハイ ビームが ON の時に点灯し ます。

5

2 4

3 1 6 7
図 3
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8) “車両 / エンジン診断 - EOBD” ラ ンプ  ( 琥珀色 ) 。
エンジンまたは車両のエ ラーに対応し てラ ンプが点灯し ま
す。 場合によ っ ては、 ラ ンプの点灯後にエンジンが停止す
る こ とがあ り ます。
9) リ ミ ッ ターラ ンプ - オーバーレブ
リ ミ ッ ターの第一閾値 (*) に達する と点灯し ます。 リ ミ ッ
ターに達し た時に点滅。

10) ABS 警告灯  ( 琥珀色 ) 

(Monster 796 ABS モデルのみ )。

(*) それぞれのエンジン コ ン ト ロールユニ ッ ト の較正は、 モ
デルによ り、 リ ミ ッ ターの閾値と リ ミ ッ ター自体によ り異
なる設定になる場合があ り ます。
(**) エンジン起動後も ラ ンプが点滅する時のみ、 ABS が実
際に解除されたこ と を示し ます。

エンジン停止 / 走行速度 5 Km/h 以下

点灯し ない 点滅 点灯

 - 

メ ニューの “DISAB 
ABS” 機能を使って
ABS が解除されてい
る (**)

ABS 機能はまだ発動
していない

エンジン起動 / 走行速度 5 Km/h 以下

点灯し ない 点滅 点灯

 - 

メ ニューの “DISAB 
ABS” 機能を使って
ABS が解除されてい
る

ABS 機能はまだ発動
していない

エンジン起動 / 走行速度 5 Km/h 以上

点灯し ない 点滅 点灯

ABS 機能は起
動中

メ ニューの “DISAB 
ABS” 機能を使って
ABS が解除されてい
る

問題発生のため、ABS 
は解除されている

910
8

図 4
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11)  操作ボタ ン
パネル上のデータ表示および設定を A "▲" および B  "▼"
の 2 つのポジシ ョ ンで行います。
12)  ハイ ビーム点滅 FLASH ボタ ン
このボタ ンは通常ハイ ビーム点滅機能に使用し ますが、
LAP 機能およびイ ンス ト ルメ ン ト パネルの USB コ ンパレー
ター用にも使用し ます。

12

A

11

B

図 5
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LCD の主な機能

警告
イ ンス ト ルメ ン ト パネルの操作は必ず車両が停止し て

いる時に行って下さ い。 走行中にイ ンス ト ルメ ン ト パネル
の操作は絶対に行わないで下さい。

1) スピー ド メ ーター
走行速度を表示し ます。
2) オ ド メ ーター
総走行距離を示し ます。
3) ト リ ッ プ メ ーター
リ セ ッ ト 後の走行距離を表示し ます (TRIP)。
4) フ ューエル ト リ ッ プ メ ーター
リザーブに入っ てからの走行距離を示し ます。
5) 時計
6) 外気温度表示
7) ラ ッ プ タ イム
8) エンジン回転数表示 (RPM)
9) ラ ッ プ タ イプ (LAP)

8

45 96 2 3 17 図 6
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10) メ ンテナンス時期表示
定期メ ンテナンス時期である こ と を イ ンジケーターが点灯
し て知らせます。
Ducati デ ィ ーラーまたはサービスセン ターで メ ンテナンス
を受けるまで点灯し続けます。 メ ンテナンスを受ける と、
デ ィ スプレ イ上の表示がリ セ ッ ト されます。
11) LAP 機能
LAP 機能が起動し ている こ と を示し ます。
12) DDA 機能
DDA コ ンパレーターが起動し ている こ と を示し ます。

重要
イ ンス ト ルメ ン ト パネルによ ってイ ンジ ェ クシ ョ ン /

イグニ ッ シ ョ ンシステムの診断を行いますが、 このメ
ニューは、 特別の訓練を受けた者専用のメ ニューですので、
絶対に使用し ないで く だ さ い。 誤って このメ ニューにア ク
セス し て し ま った場合は、 キーを OFF ポジシ ョ ンに回し
て、 Ducati デ ィ ーラーまたはサービスセン ターに連絡し、
必要な確認を行っ て も ら っ て く だ さい。

13) エンジンオイル温度計

重要
温度が最高値に達し た時は、 エンジンを傷める可能性

があ り ますので車両を使用し ないで下さ い。

14) ト ラ クシ ョ ン コ ン ト ロール (DTC)
DTC ユニ ッ ト が起動し ている こ と を示し ます （デフ ォル ト
設定）。 

11 13 12 14 10

図 7
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LCD －パラ メ ータ設定 / 表示
イグニ ッ シ ョ ンキーを OFF から ON にする と、 イ ンス ト ル
メ ン ト パネルは LCD 上の全ての計器を 1 秒間起動し、 ラ ン
プ類を順番に点灯させます。

図 8

停止

CHECK 1
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その後、 走行速度表示位置にモデルを表示する " 通常表
示 " に戻り、 2 秒間バージ ョ ンデータ も表示し ます (EU、
UK、 USA、 CND、 FRA、 JAP)。
モデルのバージ ョ ンは、 1 度だけ “ス ク ロール表示” されま
す。

図 9

CHECK 2

RUN
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キーオンの状態では、 ダ ッ シ ュボー ド に絶えず以下の情報
が表示されます ( 以前に有効になっ ていた機能は無効にな
り ます )。
オ ド メ ーター
スピー ド
エンジン回転数棒グラ フ
エンジンオイル温度棒グラ フ

ポジシ ョ ン B  "▼" のボタ ン (1、 図 10) を使用し、 オ ド メ ー
ター (TOT) 機能から以下の機能に移る事ができます ：
ト リ ッ プ (TRIP) 
フ ューエル ト リ ッ プ （FUEL TRIP） ( 起動し ている時のみ )
時計 (CLOCK)
この後 TOT 機能に戻り ます。

ポジシ ョ ン A "▲" のボタ ン (1、 図 10) を押すと、 システム
はメ ニューに入り以下の機能を順に表示し ます ：
ERROR （有効な場合のみ）
BATT
RPM
LIGHT SET
LAP (OFF または ON)
LAP MEM
DDA (OFF または ON)
ERASE DDA
DISAB ABS
時計のセ ッ ト ア ッ プ
CODE - コー ド ( 起動し ている時のみ )

重要
このメ ニューは車速が 20km/h 以下の場合にのみ有効

です。 この MENU モー ド に入っている と きに車両のスピー
ドが 20 km/h を超えた場合は、 イ ンス ト ルメ ン ト パネルは
このモー ド から自動的に初期表示に移り ます。 どのよ う な
場合で もポジシ ョ ン A "▲" のボタ ン (1、 図 10) を 3 秒間押
すと、 このメ ニューを終了させる こ とができます。

A

1

B

図 10
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総走行距離 " オ ド メ ーター " 表示
キーオンでシステムは自動的にこの機能に入り ます。
データは永久的に記録され、 いかなる場合にも リ セ ッ ト す
る こ とはできません。
数値が 99999 Km( または 99999 マイル ) を越える と、 表示
は "99999" のまま残り ます。

図 11

EU、 CND、 FRA、 JAP バージ ョ ン

UK、 USA バージ ョ ン
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スピー ド メ ーター
この機能は車両の速度を表示し ます。
メ ーターパネルではエンジン コ ン ト ロールユニ ッ ト から実
際の速度情報 ( 時速 km/h で算出 ) を受信し、 そのデータ に 
8% 上乗せし て表示し ます。
表示可能な最高速度は 299 km/h (186 mph) です。
299 Km/h (186 
mph) 以上の場合、 デ ィ スプレーに " - - - "( 固定表示 ) が表
示されます。 

図 12

EU、 CND、 FRA、 JAP バージ ョ ン

UK、 USA バージ ョ ン
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" ト リ ッ プ " メ ーター表示
この機能が表示されている時にポジシ ョ ン B "▼" のボタ ン
(1、 図 10) を 3 秒間押すと、 データはリ セ ッ ト されます。
データが 999.9 に達する と、 走行距離はリ セ ッ ト され、 自
動的に 0 から ス ター ト し ます。

図 13

EU、 CND、 FRA、 JAP バージ ョ ン

UK、 USA バージ ョ ン
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リザーブ走行距離 " フ ューエル ト リ ッ プ
" メ ーター表示
リザーブ ラ ンプが点灯し た時点で、 どの機能が表示されて
いる場合でも、 自動的にフ ューエル ト リ ッ プ表示に変わり
ます。 リザーブ タ ン ク使用の状態が続 く 場合は、 値は キー
オフ後も メ モ リ に記憶されます。
カウン ターは、 給油後に リザーブでな く なった時点で自動
的に中断し ます。
データが 999.9 に達する と、 カウン ターはリ セ ッ ト され、
自動的に 0 から ス ター ト し ます。

図 14

EU、 CND、 FRA、 JAP バージ ョ ン

UK、 USA バージ ョ ン
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時刻表示
この機能は時刻を表示し ます。
時刻は常に以下のよ う に表示されます ：
AM 0:00 から 11:59 まで
PM 12:00 から 11:59 まで

バッ テ リー電源が中断された場合 (Batt-OFF)、 電源の確保
および次のキーオン時に時計はリ セ ッ ト され、 自動的に
“0:00” から再開し ます。

図 15
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エンジンオイル温度計
こ こでは、 エンジンオイル温度表示機能について説明し ま
す。

表示 ：
- 温度が -40 ℃～ +80 ℃の間にある場合は、 デ ィ スプレ イ

には “ステータ ス 2” が表示されます。
- 温度が +81 ℃～ +110 ℃の間にある場合は、 デ ィ スプレ

イには “ステータ ス 3” が表示されます。
- 温度が +111 ℃～ +135 ℃の間にある場合は、 デ ィ スプレ

イには “ステータ ス 4” が表示されます。

図 16

ステータ ス 2

ステータ ス 3

ステータ ス 4
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- 温度が +136 ℃～ +160 ℃の間にある場合は、 デ ィ スプレ
イには “ステータ ス 5” が表示されます。

- 温度が +161 ℃～ +175 ℃の間にある場合は、 デ ィ スプレ
イには “ステータ ス 6” が表示されます。

- 温度が +176 ℃～ +190 ℃の間にある場合は、 デ ィ スプレ
イには “ステータ ス 7” が表示されます。

図 17

ステータ ス 5

ステータ ス 6

ステータ ス 7
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- 温度が +191 ℃～ +200 ℃の間にある場合は、 デ ィ スプレ
イには “ステータ ス 8” が表示されます。

- 温度が ≥201 ℃になる と、 デ ィ スプレ イには “ステータ
ス 9” が表示され、 点線が点滅表示されます。

- センサーエラーの場合には “ステータ ス 1” が点滅表示
されます。

図 18

ステータ ス 8

ステータ ス 9

ステータ ス 1
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メ ンテナンス時期表示
メ ンテナンス ( 車検 ) 時期である事を表示し ます。
定期メ ンテナンス時期が来た事を イ ンジケーター ( ) が点
灯し て知らせます。
以下の走行距離に達する と、 メ ンテナンス指示がデ ィ スプ
レ イに表示されます。
オ ド メ ーターでの走行距離が 1000 Km を超えた時
オ ド メ ーターでの走行距離 12000 Km ご と
メ ンテナンス指示はリ セ ッ ト されるまで表示されます。
メ ッ セージが表示されたら、 デ ィ ーラーまたは Ducati サー
ビスセン ターにご連絡 く だ さい。

図 19

点灯 （メ ンテナンス）

点灯 （メ ンテナンス）

点灯 （メ ンテナンス）

点灯 （メ ンテナンス）

EU、 CND、 FRA、 JAP バージ ョ ン

UK、 USA バージ ョ ン

リ セ ッ ト

リ セ ッ ト
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バッ テ リー電圧表示 (BATT)
こ こではバッ テ リー電圧表示機能について説明し ます。
機能を表示するには、 メ ニューから "BATT" ページを選択
し ます。
バッ テ リー電圧に関する情報を、 以下のよ う にデ ィ スプレ
イに表示し ます ： 
データが 12.1 ～ 14.9 V 間の場合、 数値は固定表示されま
す。
データが 10.0 ～ 12.0 V 間、 または 15.0 ～ 16.0 V 間の場合、
数値が点滅表示されます。

図 20

固定

点滅

点滅
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データが 9.9 V 以下の場合、 " LO " が点滅表示され、 " 車両
/ エンジン診断 -EOBD" ラ ンプ (8、 図 4) が点灯し ます。
数値が 16.1 V 以上の場合は、 "HI" の文字が点滅し、 続いて 
“エンジン診断 - EOBD” 警告灯が点灯し ます (8 図 4)。

図 21

点滅

点滅
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エンジンアイ ド リ ング (RPM) の調整
機能を表示するには、 メ ニューに入り、 "RPM" ページを選
択し ます。
デ ィ スプレ イには最高回転数スケールのほかに、 よ り正確
に “アイ ド リ ング” 調整を行 う こ とができ るよ う 、 回転数 
(rpm) が数字で表示されます。

図 22
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メ ーターパネルのバッ ク ラ イ ト の調整
エンジン コ ン ト ロールユニ ッ ト の設定を行 う には、 メ
ニューに入り、 “LIGHT SET” のページに入り ます。

このページに入った状態で、 B  "▼" のポジシ ョ ンで リ セ ッ
ト ボタ ン (1、 図 10) を 3 秒間押すと調整機能に入り、 以下
のページが表示されます。

- 1 ページ目 - “LIGHT MAX” 設定
このページでは、 バッ ク ラ イ ト は一番明るい状態です。 こ
のボタ ン (1, 図 10 を B  "▼" のポジシ ョ ンで押すと、 .2 ペー
ジへ移り ます。

- 2 ページ目 - “LIGHT MID” 設定 :
このページでは、バッ ク ラ イ ト は一番明るい状態よ り約 30% 
減少し た明る さにな り ます。 このボタ ン (1, 図 10 を B  "▼" 
のポジシ ョ ンで押すと、 .3 ページへ移り ます。

- 3 ページ目 - “LIGHT MIN” 設定 :
このページでは、バッ ク ラ イ ト は一番明るい状態から約 70% 
減少し た明る さにな り ます。 このボタ ン (1, 図 10 を B  "▼" 
のポジシ ョ ンで押すと、 .1 ページへ移り ます。

3 つのページの う ち、 いずれかのページでボタ ン (1、 図 10) 
を B  "▼" ポジシ ョ ンで 3 秒間押すと、 そのページの設定を
記録し た後、 最初の “ラ イ ト セ ッ ト (LIGHT SET)” 画面に戻
り ます。 

ただ しバッ テ リーが突然途絶えた場合は、 バッ テ リー電圧
を復元し、 その後キーオンに し て も、 バッ ク ラ イ ト の明る
さは最も明るいレベルが設定されます。

図 23

B= ON （3 秒間）

B= ON （3 秒間）

B を押す

B を押す

B を押す

B= ON （3 秒間）

B= ON （3 秒間）
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ラ ッ プ タ イム表示 (LAP)
この機能を使用するには、 メ ニューに入り、 ポジシ ョ ン B 
"▼" のボタ ン (1、 図 10) を 3 秒間押し て "LAP" 機能を
"On" に し ます。
ク ロ ノ メ ーターの START および STOP は左側スイ ッ チにあ
る フ ラ ッ シ ャーボタ ン (12、 図 5) を介し て行います。
FLASH ボタ ンを押すたびに、 ラ ッ プ タ イム機能が有効にな
り、 デ ィ スプレ イには 10 秒間ラ ッ プ タ イムが表示され、 そ
の後 “通常” 表示に戻り ます。
30 回までラ ッ プ タ イムを記録する こ とが出来ます。
メ モ リ ーが満杯の場合、 メ モ リーがリ セ ッ ト されるまでは、
フ ラ ッ シ ャーボタ ンを押すたびに、 ラ ッ プ タ イムを記録せ
ずにデ ィ スプレー上に 3 秒間 "FULL" と点滅表示されます。 

図 24

メ ニュー

B を 3 秒間押す

B を 3 秒間押す
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LAP 機能を メ ニューを介し て OFF に し た場合、 そのラ ッ プ
は記録されません。
LAP 機能が作動中、 突然デ ィ スプレ イが消灯 ( キーオフ ) さ
れた場合は、 LAP 機能は非作動と な り ます ( ス ト ッ プ
ウォ ッ チが作動し ていても、 ラ ッ プ タ イムは記憶されませ
ん )。
ラ ッ プ タ イムの "STOP" 指示が出されなかった場合、 9 分
59 秒 99 の時点で ク ロ ノ メ ーターは 0 に戻り、 ス ト ッ プ指
示が出されるまでラ ッ プ タ イムを測定し続けます。
LAP 機能が ON に され、 メ モ リーがリ セ ッ ト されていない
が、 記録されている メ モ リーが 30 以下の場合 ( 例 ： 18 回記
録済み ) デ ィ スプレーはメ モ リー可能な残りのラ ッ プ数を
記録し続けます ( この例の場合は 12 回記録可能 )。
この機能では、 ラ ッ プ タ イムの表示のみが設定されていま
す。 いずれにせよ、 後でラ ッ プ メ モ リー機能で表示できる
よ う 記録されます。 

図 25

“通常の” 表示

FLASH を押す (1 回 )。

FLASH を押す (2 回 )。

FLASH を押す (32 回目以降、 タ イムリ セ ッ ト 時を
除 く )。

10 秒
間

3 秒間

10 秒
間
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ラ ッ プ メ モ リーデータの表示 (LAP 
Memory)
LAP 機能で記録されたデータ を表示し ます。 ラ ッ プ数およ
びラ ッ プ タ イム
記録し た タ イムを表示するには、 メ ニューに入り、 "LAP 
MEM" ページを選択し ます。
メ ニューのこのページに入ったら、 ポジシ ョ ン B "▼" のボ
タ ン (1、 図 10) を 3 秒間押すと、 1 番目のラ ッ プ タ イムが表
示されます。 デ ィ スプレーにはラ ッ プ数と そのラ ッ プ タ イ
ム、 エンジン最高回転数が表示されます。
ポジシ ョ ン B "▼" のボタ ン (1、 図 10) を押すこ とによ り、
ラ ッ プナンバー 1 から順に 30 までのタ イムを表示し ます。
記録されている タ イムの表示中に、 ポジシ ョ ン B "▼" のボ
タ ン (1、 図 10) を 3 秒間押し続ける と、 記録されている タ
イムが全てク リ ア されます。 この場合、 LAP 機能が作動し
ていた場合は、 自動的に非作動にな り ます。
記憶された最高速度は、 LAP 機能中にデ ィ スプレ イによ っ
て表示されたものです。
前のレベルに戻るには、 ボタ ン (1 図 10) を A ポジシ ョ ン
"▲" で押さ なければいけません。
メ モ リ にデータが何も記憶されていない場合は、 ス ト ッ プ
ウォ ッ チが “0.00.00” と示すと同時に、 30 ラ ッ プ全てのタ
イムが表示されます。
周回中、 エンジンがリ ミ ッ ターの閾値に達し た場合は、 記
憶された タ イムの表示中、 関連し た “リ ミ ッ ター - オー
バーレブ” の警告灯が点灯し ます (9 図 4)。

図 26

メ ニュー

B を押す (3 秒間 )

B を押す (29 回 )

B を押す (3 秒間 )

B を押す (29 回 )

A を押す (3 秒間 )

A を押す (3 秒間 )

A を押す (3 秒間 )

A を押す (3 秒間 )

B を押す

B を押す
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DDA コ ンパレーター
この機能は DDA (Ducati データ分析機能 ) を作動させる もの
です。 コ ンパレーターは車両の配線に接続されていなけれ
ばな り ません。
このコ ンパレーターを使用するには、 メ ニューに入り、 ポ
ジシ ョ ン B "▼" のボタ ン (1、 図 10) を 3 秒間押し、 "DDA"
コ ンパレーターを "On" にし ます。
コ ンパレーターの rpm ソーターの START および STOP は左
側スイ ッ チにある フ ラ ッ シ ャーボタ ン (9、 図 4) を介し て行
います。
DDA 機能使用中、 突然デ ィ スプレーが OFF になった場合
( キーオフ )、 機能は自動的に OFF にな り ます。

参考
Ducati Data Analyzer (DDA) の所有者は Online サービス

を利用する こ とができます
(http://dda.prosa.com)。 このサービスでは、 DDA を正し く 利
用するために必要な情報などをデバイスから取得し たデー
タ分析のためのソ フ ト ウ ェ アまで、 全て提供し ます。

警告
使用し終わったら DDA コ ンパレーターを主要配線か

ら外し ます。

図 27

メ ニュー

B を押す (3 秒間 )

B を押す (3 秒間 )
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Erase DDA
この機能で DDA コ ンパレーター上に保存されたデータ を消
去する こ とができます。 コ ンパレーターは車両の配線に接
続されていなければな り ません。
データ を消去するにはメ ニューに入り、 "DDA ク リ ア "
ページを選択し ます。
ポジシ ョ ン B "▼" のボタ ン (1、 図 10) を 3 秒間押すと、
DDA コ ンパレーターはデータ を取得し な く な り、 デ ィ スプ
レーには 10 秒間 “WAIT...” と表示されます。 10 秒経過する

と、 “消去 OK” の文字が 3 秒間表示され、 DDA コ ンパレー
ターのデータが実際に消去されたこ と を知らせます。
ポジシ ョ ン B "▼" のボタ ン (1、 図 10) を 3 秒間押し、 DDA
コ ンパレーターがデータ を獲得し ている場合、 コ ンパレー
ターのデータは消去されず、 デ ィ スプレー上には 3 秒間
"FAIL" と表示されます。 

図 28

B を押す (3 秒間 )

メ ニュー

3 秒間

10 秒間

3 秒間

YES

NO

DDA=ON
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ABS 解除機能 （Monster 796 ABS のみ )
この機能を使う と ABS の ECU を解除する こ とができます。

警告
この作業は、 車両が停止し た状態 （キーは ON 位置）

で行わなければいけません。

ABS の ECU を解除するには、 メ ニューの “DISAB ABS” の
ページへア クセス し、 ボタ ン (1、 図 10) を B "▼" ポジシ ョ
ンで 3 秒間押し ます。
ボタ ンを 3 秒間押すと、 イ ンス ト ルメ ン ト パネル ABS ラ ン
プが点滅し て ABS の解除が表示されます (10、 図 4。
この時よ り ABS が解除された状態と な り ます。 次回キーを
オンまたはオフにする と ABS は再起動し ます。

次回キーをオンまたはオフにする と、 イ ンス ト ル メ ン ト パ
ネルの ABS (10、 図 4) 警告灯は点灯せず、 実際に ABS 機能
が起動し ている こ と を示し ます。

ABS システムに異常がある場合は、 イ ンス ト ルメ ン ト パネ
ルの ABS (10、 図 4) 警告灯が点灯と EOBD (8、 図 4) 警告灯
がいずれも点灯 （固定表示） し、 メ ニュー内に ABS エ ラー
が表示されます。

重要
この表示機能は走行速度が 10 km/h 以上のと きにのみ

起動し ます。 速度が 10 km/h 未満の場合は ABS の ECU によ
る診断は行われません。

 

図 29
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時計の調整
時計をセ ッ ト するには、 メ ニューに入り、 “SET” のページ
に入り ます。
時間の設定
このページに入った状態でポジシ ョ ン B "▼" のボタ ン (1、
図 10) を 3 秒間押すと調整機能に入り ます。
この機能に入る と最初に “AM” の表示が点滅し ます。 ポジ
シ ョ ン B "▼" のボタ ン (1、 図 10) を押すと、 PM が表示さ
れ点滅し ます。 ポジシ ョ ン B "▼" のボタ ン (1、 図 10) を押
すと、 ひとつ前のステ ッ プに戻り ます ( 時間が 00:00 の場合
は、 AM から PM へ移る と 12:00 が表示されます )。
ポジシ ョ ン A "▲" のボタ ン (1、 図 10) を押すと、 時間が点
滅し始め、 時間の設定に入り ます。 ポジシ ョ ン B "▼" のポ
ジシ ョ ンで 1 回押すたびに、 1 時間ずつ進みます。 B "▼" の
ポジシ ョ ンで長押しする と、 1 秒ご とに 1 時間ずつ進みま
す ( ボタ ンを押し続けている間、 時間表示は点滅し ま
せん )。
ポジシ ョ ン A "▲" のボタ ン (1、 図 10) を押すと、 分表示が
点滅し始め、 分の設定に入り ます。 B "▼" のポジシ ョ ンで
押すたびに、 1 分ずつ進みます。 B "▼" のポジシ ョ ンで長押
しする と、 1 秒ご と に 1 分ずつ進みます。 ポジシ ョ ン B "▼"
で 5 秒以上押し続ける と、 100 ミ リ秒につき 1 分の速度で
数字が増し ます ( ポジシ ョ ン B "▼" で押し続ける間、 数字
は点滅し ません )。
ポジシ ョ ン A "▲" で押すと時間設定機能を終了し、 設定し
た時間が表示されます。

図 30
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イ ンス ト ルメ ン ト パネルの診断

重要
イ ンス ト ルメ ン ト パネルはキーオフから 60 秒後にシ

ステムの診断を行います。

この機能では、 車両の異常部分の検証と表示を行い、 可能
な場合は、 異常部分の交換を行えるよ う に し ます。
機能を表示するには、 メ ニューから "Error" ページを選択し
ます。

このメ ニューはエ ラーがある場合のみ有効にな り、 エ ラー
がひとつも無い場合はこのページは表示されません。
エラーが複数ある場合は 3 秒ご と に表示が変わり ます。
Ducati 診断システムを介し て、 さ らに詳しい診断を行 う こ
とができます。

警告
ひとつでも エラーが表示された場合には、 必ず Ducati

デ ィ ーラーまたはサービスセン ターにご連絡下さ い。

ラ ンプ エラー メ ッ セージ エ ラー

TPS 01 スロ ッ ト ルポテンシ ョ メ ーター Vcc 電源電圧または交流電流の短絡

TPS 01 スロ ッ ト ルポテンシ ョ メ ーターのアース短絡

PRESS 02 プレ ッ シ ャーセンサー Vcc 電源電圧短絡

PRESS 02 プレ ッ シ ャーセンサーのアースまたは交流電流の短絡

OIL 03 オイル NTC センサー Vcc 電源電圧または交流電流の短絡

OIL 03 オイル NTC センサーのアース短絡

T AIR 04 温度センサーのアースまたは交流電流の短絡
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T AIR 04 外気温センサー Vcc 電源電圧短絡

BATT 05 バッ テ リー電圧が低い

BATT 05 バッ テ リー電圧が高い

LAMB 06 O2 センサー （横滑り）

LAMB 06 O2 センサーヒーター Vcc 電源電圧の短絡

LAMB 06 O2 センサーヒーターのアースまたは交流電流の短絡

FUEL 07 リザーブ燃料 NTC センサー Vcc 電源電圧または交流電流の短絡

FUEL 07 リザーブ燃料 NTC センサーのアース短絡

COIL 09 垂直コ イル （n.2） Vcc 電源電圧の短絡

COIL 09 垂直コ イル (n.2) アースまたは交流電流の短絡

COIL 09 水平コ イル （n.1） Vcc 電源電圧の短絡

COIL 09 水平コ イル (n.1) アースまたは交流電流の短絡

ラ ンプ エラー メ ッ セージ エ ラー
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INJE 10 垂直イ ンジ ェ ク ター （n.2） Vcc 電源電圧の短絡

INJE 10 垂直イ ンジ ェ ク ター (n.2) アースまたは交流電流の短絡

INJE 10 水平イ ンジ ェ ク ター （n.1） Vcc 電源電圧の短絡

INJE 10 水平イ ンジ ェ ク ター (n.1) アースまたは交流電流の短絡

START 12 ス ターターコ ン タ ク ター Vcc 電源電圧短絡

START 12 ス ターターコ ン タ ク ターのアースまたは交流電流の短絡

R INJ 13 イ ンジ ェ ク シ ョ ン リ レー交流電流

STEPP 14 ステ ッパーモーター交流電流

STEPP 14 ステ ッパーモーター Vcc 電源電圧短絡

STEPP 14 ステ ッパーモーターのアース短絡

EXVL 15 故障確認エ ラーまたはポジシ ョ ンエラー

ラ ンプ エラー メ ッ セージ エ ラー
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